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研究テーマ
『自分の考えを表現し，主体的に学び合う児童の育成』をめざして

学 校 長 有 村 恵

早いもので，今年も残すところあと一月となりました。朝夕は寒さも増し
冬の始まりを肌身で感じているところです。いよいよ師走。何かと気ぜわし
くなる頃です。
さて，去る１１月１４日（火）に本校で研究発表会を開催しました。市内

外から５５名の教員が本校に来校してくださいました。これまで，令和４年
度・５年度の２年間，鹿児島市教育委員会の研究協力校として実践を重ねて
きたことの一端を授業を通して見て頂きました。
研究としては，教科の学習内容をＩＣＴを活用することで，より効果的に

４５分の授業の中で時間を生み出し，そして生み出された時間でさらに考え
を深めたり，広げたりするためにどのような活用法があるかということにつ
いて実践研究を進めて参りました。加えて，タブレットを活用しながら，自
分自身の学びや考えを他の子供たちに伝えたり，考えたことを整理するため
のツールを使いながら深めたりすることでした。
このようにこれまでノートを使って学習を進めていたことに加えて，タブ

レットも使いながら学習を進めています。つまりタブレットも学習するため
の道具の一つになったことになります。
本校では，タブレットを学習道具の一つに加えることで，子供たちが変わ

ってきました。まず一つ目として，自分で考えたことをタブレット上にまと
めることで，それを発表に使うことができるということです。これまでは，
ノートに自分の考えをまず書き，それを発表ボードにまとめ直して発表する
というパターンでした。これがタブレットを活用することで，大幅に時間が
短縮できます。次に二つ目に，学習したことが学びの足跡として残るという
ことです。自分以外の学級の子供たちの考えたことをタブレットに残してお
くことができますので，いつでも参考にすることできます。さらに，教師が
黒板に書いたものも写真に撮って残しておくことができます。（動画の保存も
可能です。）これらを活用することで，いつでも考えに行き詰まったら参考に
することができるのです。三つ目は，自分の考えを効果的に分かりやすく整
理することができます。考えていることを整理するツール（シンキングツー
ルという）を使うと，自分の頭の中の思考を整理し，同時に可視化すること
が可能となります。
このような成果の一端からしても，より考える時間を生み出すことができ，

これまで以上に自分自身で主体的に学習を進めていくことができるようにな
りました。これからの学習は，「主体的に，自分で考える」「深く考える」「考
えてことを分かりやすく表現する」こと等が求められています。そのために
は普段の学習の中でこのような力を身につけていくように進めていかなくて
はなりません。
タブレットを使った学習は，全国で３年前から本格的に導入が進められま

した。本校でもこの導入を積極的に捉えて，まさに子供たちと共に学びを深
めてきたところです。そのような過程を通す中で，本校の子供たちは力をつ
けてきました。大いに成果が上がってきたと思っています。
これからもこのことを本校の財産として定着させていきたと思

っています。各家庭でも子供たちがタブレットを使ったドリル学
習を課題等で取り組んでいる姿を見かけましたら声かけなど宜し
くお願いします。

 



  

  

 

 

 

  

 

 

  

南日本新聞「ひろば（若い目）」に投稿しています！ 

南日本新聞のひろば

（若い目）に，これま

で若い目に投稿した１

～３年生の作品を掲

載しています。これか

らも素敵な作品を投

稿していきたいと思い

ます。 
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 吉田小フォト（１１月） 
「研究公開」 
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